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に
ス
る
に
先
立
つ
て
景
氣
觀
淡
の
章
莪
に
就
て
、
港
干
の
考
察
を
し
て

.
m

l t
L

き
た
い
と
考.

へ
る
。
こ
、
に
景
氣
觀J J

と
ハ
ふ
は
、 

國
I

濟
全
般
の
立
場
か
ら
い
經
濟
生
活

.

に
現
は
？

短
期
變
選
相
を
分f

、
其

の

醫

を
m i

測
し
や
ぅ
と
す
る
試
か.

あ
る
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斯
様
备
民
經
濟
的
立
場
か.

ち
す
る

L

に

對

し

て
；：

：
私

經

濟

的

立

場

•

か
.

ら
す
る
觀
測
は
區
別
し
て
考I

べ

き

で

あ

ら

ぅ
.0
.
馨

 

财
中
：と
し.

て
僻
蛛
货
物
め
販‘路
分
析
赁
■

觀

测
■ ?

王
S

る
內
容
と
ふ
て
ゐ
る
ヵ
資
本
主
義
社
會
は
木
質
的
に
豫
测
生
產
の
社

' # 

; ^

あ
名̂

•

ら
-し
て
、
國
找
慕
的
立
場
か
ら
の
觀
测
が
行
は

る
.，

以
前
に
楚
早
く
各
霊
馨
に
ょ
つ
て
、
多
か
，

^

少
か
れ
合
理
的 

!&

私
的

«

測

暑

れ
-

!

と
努
へ
，得
る
。
而X

て
、
違

ゆ
i

展
，に
ょ
る_

襲

の
.

樊
は
漸
次

.
1

產
流
通
の
局
商
の
統

,

.^
灌
を
潇
す
に
至0
た
こ
と
は
明
で
は
あ
る
が
ク
然
も
、
そ
れ
.
に
も
;^
ハ
は
ら
ず
、
觀
测
の
範
間
は
愈~擴
火
し
、
其
のs
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湖
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濟
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や
ぅ
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て
觀
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の
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分
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村
の

i

り
す
れ
ば
、
前
諸
は
後
者
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盤
序
原
：

理
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通
し
て
欏

成せられ

る
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塵
ょ
り
卜
れ
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海
の
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的
根

f

し
て
の

'基
本
的
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材
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供
し
て

1

更
に
又
觀
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1
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1
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^
1

^
^

理
論
的
に
無
價
値
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
點
を
究
極
に
^ '

押
し進

：
©

る̂

ら
ば

.

、
景
氣
變
動
现
論
そ
の
も
のi

中
に
觀
测
理
論
が
包
攝
せ
ら 

れ
て
ゐ
る
かf c

見
へ
る
。
か
、
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
觀
测
は
觀
测
と
し
て
现
論
的
に
獨
立

( 0
.

地
位
を
持
っ
て
は
ゐ
な
い
。
從
っ
で
、

» - 

動
理
論
の
行
詰
り
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
觀
测
理
論
の
行
詰
り
が
說
明
せ

k

れ
得
る
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そ
し
て
、
理
論
的
縯
釋
的
な
觀
测
原
理
は
、
統
計
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歸
納
的
邊
测
脱
理
と
は
爾
立
す
る
、こ
と
ぷ
る
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單
な
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附
な
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潑
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に
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紙
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に
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を持
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で
あ
る
。
：
十
ル.

世
紀
米
葉
よ
り
現
は
れ
て
ゐ
た
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机
觀
测
法
は
歐
洲
大
戰
以
炎
米
猶
に
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很
を
契
機
と
し
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し
い
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を
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し
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こ
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不
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行
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見
安
當
の
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に
考
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ら
れ
て
ゐ
る
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か
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る
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观
が
变
當
で
あ.る
か
否
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を
吟
味
す
夺
こ
と
，は
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か
ら
觀
測
と
見
氣
變
動
理
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と
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關
係
を
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か
に
す
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ぅ
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點
は
次
め
様
に
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類
せ
ら
れ
る

,0
第
ー
に
景
氣
變
動
理
論
權
成
の
方
法
は
如
何
な
名
も
の
か 

第1

1、
；%
れ
が«
齋
論
的
に
行
詰
づ
た
.の
は
如#
^
を
顧
に#
す̂

か
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第
三
、
景
東
論
の
、方
法
論
よ
ゥ
し
て
、
觀
测
原
理
の
獨
立
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が
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認
め
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る
が
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第
四
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認
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ら
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梵
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翻
係
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。
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ぅ
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總
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の
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論
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檨
な
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成
を
持
っ
て
ゐ
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否
记
し
得
な
い
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ち
資
本
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_
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會
に
於
け
る
均
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狀
態
を
前
提
と
し
、
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均
衡
を
破
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す
る
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象
し
、
進
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恐
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運
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け
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f
從
つ
て
、

蓋し、變
動
一
般
は
、
均
衡
の
破
壞

I
て
の
み

J
て

は

jの
f
s
f
否

fら
れ
る
か
ら

m

f

m

:

:,
|

:̂
立_

し
て
、_

. !_

■
爾

;'
!
_

議

盗

：

■
難
の_

理
論_
.

l
f
れ
も
ス 

と
仉
:1
っ
て
、
純
轉
理̂

的
權
成
ひ
も
の
と
し
で

4

るa,
即
ち
義
靈
の
原
因
を
、
坐
產
と
洗
#
_
紫
削
鳅
に
求
め
る
に
せ
よ 

朱s
n

‘間
の
不
均
衡
背
の
線
合
に
求
办
る
に
せ
よ
、
更
に
又
貨
幣
妳
要
搭
求
‘
る
.
に
せ
よ
、
純
梓

..理
論
的
構
成S
I
 

4
に
於
い
て
變
り
は
なI

I
す
れ
ば
、
資
本
主
義
翳
に
欺
は
れ
た
る
變
動
の
諸
形
態
象
析
し
、

.
共
の
，#
、.
S
變
動
現
象
と 

E

 \

ら
れ
る
も
の
を
抽
出
し
、
蓉
典
型
的
或
はg
ij-
的
姿
f
 _

と
し
て
ゐ
る
。
斯
様
な>%
'
型
的
景
氣
_

の
描
出
は
景
氣
廳 

澤
|
靈
と
共
に
愈
精
緻
を
加
ふ
る
皇
つ
た
。
景
氧
變
動
識
に
所
謂
靈
循

_

は
、.
過
去
に
於
い
て'趣
り
策
れ.
■

懲
動
原
因 

中
- *
も
4
く
起
り
來
れ
る
原
囚
を
把
握
し
て
、
均
觀
と
の
關
係
ヒ
理
論
’付
け
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
.
從.
o
て.
、
そ
れ
は
均
衡̂

芻
が
、 

1
八-

存̂
往
で
あ
0 .
た
と
同
粒
に
;|
1
念
的
で•瓜
り
、• 

I界概
念
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。*获
に
现
^'
付
げ
&
f t

:

s

動

は

現

實

の.：

經
濟
に 

於
け
る
{
體
的
變10
そ
の
も
の
で
は
‘な
く
し
てS
の
權
想i

ら
れ
た
經
濟
の
小
に
包
ま
る
、
'と
こ
ろ
§
輸
動
で
あ
る
。
場
衡
と
變
動 

と
は
同
じ
く
觀
念
的f

の
と
し
て
取
扱
は
れ
る
と
し
て
も
、
抽
象
の
手
續
と
か
或
は
變
か
。

の
選
擇
の
.指
妳
等
歲
い
て
著
し
く 

趣
を
異
に
し
てt

n

る
。
均
衡
は
現
參
經
濟
社

4

に
於
い
て一

也
化
せ
ら
れ
て
か
蒙
霞i
f
 
I
矣
容
易
で
，
^
 

A
に
歡
し
て
、

論
に
於
い
て
枕
、
か
、
る
與
仲
の
獲
得
は
、

_

.の
簾
な
る
が
故
にV:
自

i
雜
なる

手
^
^

1

は

歸
册
的
方
法
の
，
と

ら

れ

る

CD
-

が
普
通
で
孤
る
。
併
し
、’
そ
れ
に
よ
つ
て
备
霞
敗
迄
觀
念
霞
在
で
.

お
基
界
概
念
で
あ
‘

 

點
に
變
a
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な
い
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最
近
に
於
け
る
景
氣
講
6

研
究
が
示
し
.

て
ゐ
る
恐
慌
論
的
硏
究
と
_

長
期
波
動
的
硏
究
(0
.

孰

泛

於

：で
も
、
.
そ

崖

|
>
3

璉
.遺

的

構

成

齡

霞

塵

^

最
竞̂

0-

理
|

5
$:
:

權
成̂

る
目
的
ゆ
現
實
の
景
氣
變
動
を
說
明
す
る
；

J

と
に
伊
す
る̂
:

と
は
.

疑
.

び
得
な
/>

所
で
.

あ
る
o

诉
で
か
、
る

目

的

襄
f

ぐ
滿
し
痺
f

 

l

_

r

 

g

礙

批
骨
縞
觀

'■故
で
，

&

紫
干
が
鮝
瘃 
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批
判
的
景
氣
觀
她.に
'氧
で
の
乾
节
の#
氣

ゾ

.

：

'

.

,

, 

Ilf

ミ

へ

六

一

六〕

を
a

n

所
は
景
I

I
究
上
に
於
け
る
一
般
的
方
法
で
ぁ
る
や
ぅ
に
考
へ
ら
れ
る
。
か
4
方
法
論
に
就
い
て
は、
，
t 

一
飲
に
見
る
と
I

考
へ
ら
れ
ぬo
藍
し
、
景
齡
論
が
特
殊
景
氣
變
動
か|

付
|

&

|
ヌ

毚_

1
般
じ 

o

u

y

 
p

l

f
 
f

に
、
一
 
I

I

I
 
し
め
て
、
l

l

m

 は

茵̂

^

f

て
1

變
動
理
論
の
方
法
論
を
說
明
し
た
か
ら
し
て
、
次
に

.

然
|

、
鑒

_

置

1

が
歐
洲
大
戰
以
後
、
.更
に

 

一f

 

謂

に

は

今

次

の
.

世
报
恐
慌
に
際
し
て
孰
れ
も
其
の
現
實
的
蓄
性
を
喪
失
す
る
に
至
な

.

_

は
&

辦

现
I

f

か
。.

'

そ
A

 

1
1

^
!

如
き
方
法
論
上
の
缺
陷
に
歸
因
す

f

で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
等
の
諸
謹
：

i

のI

I

.

て
資

f

f

 

|
|

發
I

論
を
適
當
に
商
量
しv

s

s

f

せ̂

蒙

i

f

ふ
な

_

1

瘢
l

i

d

霞

I
.ぃ
ぢ

處

本
■

感

I

f

l

じ
む
るI

く

、

I

I

自
由
I

機
f

l
I ^

p

れ

ち
■

のI

家
は
、
普
■
獨

議
■

は
帝
國
主
義
の
表現
を
_

所
|

覉

§

|

る
市
場
麗
^

||
ト
?

1

1
は
"
:1
_

化
|

做
し
て
、.邊

|
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著
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友
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械
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